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6 月 14 日（水）、平成 29 年 6 月の九州

北部豪雨で甚大な土砂災害を被った東峰

村へ視察に行きました。 

参加者は、コミュニティから20名と宇美町

役場から太田危機管理課長以下３名でした。 

現地では、東峰村ツーリズム協会の小

野豊徳氏（災害当時東峰村役場建設水道

課勤務）による災害発生当時の状況やそ

の後の自主防災組織育成の取り組み等の

説明を受け、自主防災組織を作る必要性

を痛感しました。 

 

 

平成 30年 1月に開始された介護予防教室は、早くも５年８ヶ月が経過しました。発足当初は 30名

～50名であった参加者も、現在では、45名～50名と増加しています。活動内容は体力測定・頭の体

操・音楽レクレーション・お口の健康、等、多岐にわたっています。 

6 月 12 日（月）には、原田サポーターによる活動見学が有り、感想として「活動が活発であり、大変

参考になった」との高評価を頂きました。 

 

 

 

5 月 28日（日） とびたけ一地区の

北西に隣接する通学路（町道 620 号：

バス通りの入江酒店前～小学校グラウ

ンド入り口）緑地の樹木伐採・草刈り、及

び、とびたけ一公民館横の空き地の草

刈りを行いました。 

従来この緑地は、とびたけ一自治会

や宇美東自治会により伐採などが行

われていたが、樹木が成長しすぎたた

め、コミュニティが加わりました。 

また、とびたけ一公民館横の空き地

は、近い将来防災訓練で利用する予定なので、草刈りを行いました。 

伐採・草刈りに参加して頂いた方々、本当に有難う御座いました。 

 

7 月下旬、当運営協議会、山の内自治会、砥石場自治会、及び上の原自治会との共同出資で業者

に拠る通学路周辺の樹木・竹林・雑草の伐採・除去を行いました。これで、上の原、砥石場、山の内地

区の学童は、安心して登下校ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 26 号 

（防災部会） 

（健康福祉部会） 

BRT 駅「筑前岩谷駅」の横で
の説明。この後方では、まだ
復旧工事が行われていた。 
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（環境部会） 

（環境部会） 
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8 月 3 目（木）～4 目（金）の 2 日間、午前 8 時 20 分から 11 時３０分まで、45 分 3 コマの時間割

で、「まなびや・うみ」研修室で開催しました。 

参加した小学生（延べ 79名）に対し、中学生ボランテア（延べ 19名）、ＣＳ学習支援・高校生を含む

一般ボランティア・校区コミュニティ（延べ 23 名）、小学校の先生及び宇美町（延べ 22 名）の支援を受

け、無事に行うことができました。 

支援内容は、夏休み宿題及び１学期の復習において、「学習する環境づくり、わからないところや

つまずいているところを教える、解答がある場合の丸付け、励ましの言葉かけ」です。 

保護者の感想として、「家庭だと、なかなか学習しないが、サマースクールだと学習を進めて帰って

来るので、また来年も参加させたい」、「中学生が丁寧に分かるまで教えてくれたと喜んでいた」、「子供

も、目標をたてて2日間しっかりやりきり、満足そうに見えた、来年も応募したい」等を頂きました。 

主催者側の反省点として、「今年は、1日3コマの２日間としたが、実施期間やコマ数の検討が必要

である」、「エアコンや換気などの対策をしていたが、気分が悪くなる児童が数名おり、ゆとりのあるス

ペースを確保するなど実施環境の見直しが必要である」、等です。 

また、丸付けボランティアに参加した中学生全員が、「次回もまた参加したい」とアンケート回答し

ているので、今後も異学年交流の継続が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防犯活動は、地域ぐるみの対策も大切ですが、一人ひとりの心がけも重要です。 

今回は、福岡県の安全・安心まちづくりのホームページから「個人でできる防犯対策」を、

ご紹介します。 

【 自転車・オートバイ盗難 】 

◉ オートバイから離れる時は、キーを必ず抜く。 

◉ 監視の行き届いた駐輪場に置く様にする。 

◉ 補助錠をつける。 

◉ 防犯登録をすることにより、被害にあった時に、発見しやすくなる。 

【 空き巣 】 

◉ ちょっとの留守でも必ず戸締りをする。 

◉ 錠前は防犯性能の高いものをつける。 

◉ 出入り口は、ワン・ドア・ツー・ロック（主錠の他に、補助錠をつける） 

◉ 風呂場の窓、トイレの高窓、ベランダのガラス戸なども忘れずに戸締りをする。 

◉ 外出する時には、隣近所に声をかけて留守を頼んでおく。 

◉ 長期間留守をする時は、販売店に連絡をして、新聞や牛乳の配達を止める。 

◉ 防犯ベルや、センサーライトを取り付ける。 

【 痴漢 】 

◉ 混雑する階段や改札の付近などからの乗車は、避ける。 

◉ 出来るだけ友達などと一緒に乗車する。 

◉ 被害に遭ったら、勇気を出して「嫌だ」という意思表示をする。 

◉ 帰宅の際はなるべく同じ時間帯・同じ道順を避ける。 

【 子供の安全 】 

◉ 子供が遊びに行くとき、行先と帰宅時間などをきちんと言わせる。 

◉ 外では一人で遊ばないようにさせる。 

◉ いざという時、逃げ込む場所や、大声で助けを求める方法などを教える。 

◉ 下校時は、寄り道をしないように言い聞かせる。 

日常生活の中に防犯の視点を取り入れて、周囲への目配り、子供たちの見守りなどを行う「ながら

防犯活動」とあわせて、個人・地域の安全・安心を更に高めましょう。 

東風だより」は「宇美町ホームページ」でも見る事が出来ます。 

「宇美町ホームページ」->右下にある「みんなでつくろう元気な地域コミュニティ」->「宇美東小

学校区コミュニティ運営協議会」->「広報誌」とクリックして下さい。 
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編集後記： 「新型コロナの感染症」が 5 類に移行して早くも 4 カ月が経過しました。小康状態であった感染も

夏休み・お盆期間の人の移動の拡大により、感染者が急増しています。今後共、行事にご参加頂く方方には、 

マスク着用（任意）・体温測定・手指の消毒など、皆様のご協力、をお願い致します。 

＊ 広報誌は皆様のものです。  皆様のご投稿・ご意見をお待ちしております。  
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（防犯部会） （子供育成部会） 


